R IR B DFLLY

EHE EREREICOULT

THMSEIA3T1H. FERE/EE F455% FEIHEORATEICEDE,
T4—DV)Ik, an)LO0—5 —F  FEMEPRE ., Bl REHREB K
UefMEXREOEHE TRERHNARSNELE,

9) 23HYELIEL\ | BRIEIBSHOHA MRS

1
ESUIth<n @) i ERERERE L RS
SAFETY ASSOCIATION OF CONSTRUCTION AND LOADING VEHICLES



[FLHI e o/

3

EHBEERERHET, FAREFHEEFISK (EFEERE) DEYIN DA
DEREZER D=0, AREBICBHTLIEHEERENREIERR . REHE.#
EREFNTEDHLNI-LDTY,

SERIOWIEF, FR2TFDEMREZHRERDEN B EREFFEDRIELIK. 8
FAYERGYFET , T, EMREZEBOSEXRELLSHEDENBEERE
EHETHRFICHESNDIDIEHOTDILEELYFET,

HEDWE X, RIEDEMEHFICKY ., EBFOMABOBE., REHEBFNK
SKEELTSTVWDILZRFA. BBFOREZHERT O LTIYEYANDOFE
HGREAEZPHEEEFERNYANDILEELIZLDTTY,

BRAEFEETEH, EFRLRATENNGRA RV RELZITL., #iiREE#
[F, RRICAILI-RERB -REAE-FIEELEICHDI=RBEDLDEGYFELT=,

BEaTR. REEOERICIEHD
LR EH->-ONEFERIATH LS
2. 74—V EH B EREIRR
#HlreELT,. EBEFTDARA MR
EHEERRLELT-,




HEDRAUR(1)-D

2 FA4—EILITODY

[BREHEQFIEEE

Q74 FY »TRRUVEAHERS
EERR O EERHZEFAN S,

Ox—h—DIBET HELEBEAT
HY., BEHIFABTHEIL,

QT rvEMELELELE. T E
IRZNRITLN—DF| h Y,
IVIUELERV/ vXVITDE
EEARS,

@QREZNEDE| St Y B E L,
IVIUEERIZ/ vy X IHE
wae,

HESIN TS,

EliEot=,

BREAFETEMLT=,
ORENDER

Xk Z&lztEot=,

HEXDOBWFIRE S TSI DU DEERRE, FHIEE
FEREIT ORI ERADOAEHBZALVTIREL TS A,
a8t F T UZRAERBEAVSLERTRELI-RES A

LHL. BHEOEFHEROI U TIR. TV %ICERY
Front-to9—nroDFERICKYIO DD DIREEHEL
TWBAIENDS, REZERTEA—RTOEEEZICLYRE
HEEITHICEMNTRELGS=—F, EFFIHXT U 0EE
L. ERDAERBERAVE-RESETIIRERTSENT

L=AHoT. EFHEAROIVCOOREIZDOVNTIEK., &
BIEHICOEREETRTRREDHEICI>TREZETIELS.

EFHHRI OO BEANICTIO DU RERNECUDEER
EICLDLDLDT, BEENONHN-IROEE R R THERT

HIRE S EQFIERE

@71 F Y » VKRBT RS EER
QEEHZRND, FGEEFHfH0)

O —Hh—DIEET 2 EEERN
THY, FHEAABTHE L,

@71 F U Y I/BRUVEATRSEEE
DEEHICOVWTEEEZRTRTIRUE
ETOETDEEEZRANRD, (BEFHE)

QREETTIRTRUVELETD
BT BV &,

BTy IyZMELI-LE. TI/ELRE
LRIZLNR—D5| > #th Y T P U ELE
RO/ v ¥ T OEEEZRAND,

@sl-EhY bk, TPV
BLERVY/ v IHhEWIE,

HU) v TLA4—H#RS
H| & & HERBEHAR T T
—EIVIEEEEHZEFERALT
2T D,

AV EFUEHROOEUL
— WK T1—EIIEA—2—
NRIVDIVDSOFIVIS
VIR DEETHERT S,

(q:-) i IEERAIY MR SRS

SAFETY ASSOCIATION OF CONSTRUCTION AND LOADING VEHICLES &<UHA<a



HEDRAUE(1)-Q

—

2 FA—B LI T (1) A FIAEDRE

QAT EMZERANS,
EELATERORREICLIES
PHRL IV UHMABICEEEL T
W3iGSlE., COREZABKLT
b,

QA —H—DIEE

HhdIT L,

THEEMBEAT

OBREDNER

ZHIEL TS,

SUTERITESES,

BEFHREXT OV X EiRR O RERREAOHRN R
EQRRERITR LY —ICTREL. EEEETHSH

HFEEICEENRELIGE . ST RAREELORIE
DEERVIVCUVAEEDFRELREDERELTERN.,
FhoZEBRHELEE Y —IoDERICKYECURFIVY

LA TEFFIEX T OV, #EEOREICDONT,
FvISoT AT OFEEZRRNIELNEIZEST=,

OABEZRANS,

EL AREOREICLZRFF/ 4L,
IVIUHABICEELTVWRERIER. S
OREEZABLTH IV, FGEEFHIE)

QFBMICOPVWTEEZTTRTRUVE
ETOETOFEEFARS, (BEFHIEHR)

QA —h—DIEET ZEEEANT

HhdIT L,

QREEZTTRTRUVE

Ohsn &,

HTD =

HIo X YT E—#0
FI B & EEEHARTT
1—EBIIEIYIRRYT—
CEERLTHERT S,

AV UEFIE P aEIL—
WKFr—EILIFA—E—
RIVDIVDFvo50T
RITOFERTHERT S,

SAFE'IY ASSOCIATION OF CONSTRUCTION AND LOADING VEHICLES ELUA<A



HIEDRAUEMN)-Q || 2 Fo—EILITIT (1) Kikg Eﬁﬁlﬂ‘:ﬁ@ﬁﬁ

s L) N AVORZ il

OEMEHERNS, DA —H—DIEET ZHHEEAT QOEMEHZRNS, OX—H—DIEET ZHHEEAT
L. 74 FY Y IRRUINER |52 &, 1=REL.74 FU Y BRUNEIEOREE (552 &,
D EFRIRREN L ICHER DIRFEIC R RELEVICHERDOREBICEELFHEVSES
EHBVIERIE. COREBEEERK 3. COREZEBLTHLL,
LTH&W, (FEEFHIE=X)
QEMEAIOVWTEEZTIRTRY (QREEZTTRTRVESIOR
ELNoRTOEEEZRANS, hhwnz &,
EFHE=)
Q@M TS0 —
EFHEL T UYL EEROERREOE S 27 dbraetomlil
Ea) ﬁiﬂ&ﬁk%‘t/'ﬂ'—':fﬁtﬂ Lls Eﬁﬁiﬁ‘@ﬁ)éﬁ‘ 'f—'ﬁlb(i:l’/jl/‘y:/ﬂ’/
Z¥ETL TS,

F—=U%FERALTHERET 5,
ERAN )T EEONIVIEBFFBRRUAYRHRrvE

WRERTEEICEIEMEHEBTHARELI-GS. RS
AREZIEPLREORERV IV VEEDARERE
DIERELTHRN., ThoExRHEL-EoY—h o DIEHRIC
FYECUNRFIvISUTERITESES,

Li=D->TRIEO HEFIRRICEFREXTOOUE, vil VUVEFHHRPaEIL—
EHEEHDOREIZOVNT. FvrSoUTEITOEEERER LETF4—EILIEA—5—
b (A = < AV b A3 Y RIVDIVCUFIVIST

RITOBRTHET S,

SAFE'IY ASSOCIATION OF CONSTRUCTION AND LOADING VEHICLES ELUA<A




WEDRAE(2) 2 T4—FEILIVOUB)RBEBEDRE

IBREAEQFIEESE HRESEQSIERSE
OB 2 v o EBREY 7 k-, | OBRhARVZ L, OB 2 v 7 BERY 7 FR—R X4 7 | OBEERh DR W &,
N TEDSDRFLENhOBFES ED 5 OBMBIENDOEEEZFARS,
HAR3B,
QKR — R DBERVELDE |QBEEXRELIGEV L, QBFI R — ZDEERVELOEELE |QBEERVELIFTEV L,
EEERD, ~3,
QB ZaN2—TL AV bDF (@FLWEAXIZBEREE Y ALV QBB ZANE—T LAY FDFIARDY (@FELWEhRUBEEY AL
hWRUBZZYOEEEHANS, |Z¢&, B Y OEEEARS, e,
ELA—FY vy SRDOB DI, EELA—FY vy SRTA—H—HEED
CORBEEEBLTLEL, BREEET->TLW 35481k, COBRES
@rEgt / z;vou*gﬂ— };ﬁun“g 3 HEELTH KL,
=Iﬁﬁ§0) A RN 5,
EtL AR — é
a)lilizﬂkﬁg\ R DIKEEICE L‘—
.%#tu.‘ CQREZEE
\L T b S JZXLDFREGEZIE, / Sy
ZLFvT DEBTREL,
OB & (¥ EEOBREAZOREL JXINT vt T THDIHR
TA—ELIOOODOBHEFEE/ XILBAHFRLEHoT= BRERELOTLD,
B R/ ZNFvT (REEHRS D& £ 3L, ~
SHEHEFHBLTWV - BHREHEZREL, TOFRBOEE
*RETIVLELH -,
B METIL, R ESHER SRR A BT A (1. W E 5 IANTF TR BERELS
MRABShI=/ ZLFyTRRBShTVOB/ZILTyE T LT, RS E A BRERO

— § [~ Y
(REESEB LR R T SBREEAT TIHD) THRLTL SRR A e
5= . BHEEHORBEXTIDENGLEST-,
COL-EEERFZA /ATy I EERBTIHES
LS E AR E T DA T B EBELETof-.

TRi259 A26 HfTITERESSASTRERITHEFICETS

ORENEH i_EEIJw—%‘ﬂ’é&iEé‘é’é“%mﬁﬁ(:outJ0)5“%&1 /X)L
Wt/ X LOFREEE, IV OL ORBECEEOTES, # TAS—HHIRSNE, 6

\
i RN MR SRS <

[IDKRENSHEIBTTES, @

SAFETY ASSOCIATION OF CONSTRUCTION AND LOADING VEHICLES &<UHA<a



各機械の該当箇所

		各機械の該当箇所 カク キカイ ガイトウカショ						エンジン回転　　　の状態 カイテン ジョウタイ				エンジン弁隙間 ベンスキマ				エンジン圧縮圧力 アッシュクアツリョク				エンジン噴射圧力　噴霧状態 フンシャアツリョク フンムジョウタイ				エンジン　　　　　ファンベルト				かじ取り車輪 ト シャリン				パワーステアリング装置(電気式) ソウチ デンキシキ				駐車ブレーキ チュウシャ				ブレーキドラムとライニングの隙間 スキマ				湿式ディスク　　　ブレーキ シッシキ				モニター表示　　　による検査 ヒョウジ ケンサ



		フォークリフト						●				●				●				●				●				●				●				●				●				●				●



		ショベルローダー等 トウ						●				●				●				●				●				●								●				●				●				●



		不整地運搬車 フセイチウンパンシャ						●				●				●				●				●												●												●



		下部走行体(クローラ式) カブソウコウタイ シキ						●				●				●				●				●												●												●



		下部走行体(トラック式) カブソウコウタイ シキ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		下部走行体(ホイール式) カブソウコウタイ シキ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		トラクター・ショベル　　　　(ホイール式) シキ						●				●				●				●				●												●				●				●				●



		スクレーパー						●				●				●				●				●												●												●



		スクレープ・ドーザー						●				●				●				●				●												●												●



		モーター・グレーダー						●				●				●				●				●				●								●				●				●				●



		パワー・ショベル及びドラグ・ショベル(クローラ式) オヨ シキ						●				●				●				●				●												●												●



		パワー・ショベル及びドラグ・ショベル(ホイール式) オヨ シキ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		ロードローラー及び　　　　　タイヤローラー オヨ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		振動ローラー シンドウ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		高所作業車 コウショサギョウシャ						●				●				●				●				●				●								●				●								●







駐車ブレーキの能力計算

		下記は、上り斜面を上がる物体の停止距離を計算する数式です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これを用いて平地走行にて駐車ブレーキの制動能力を算出することも一つの方法と言えます。 カキ ノボ シャメン ア ブッタイ テイシキョリ ケイサン スウシキ モチ ヘイチソウコウ チュウシャ セイドウ ノウリョク サンシュツ ヒト ホウホウ イ







		停止距離　＝ テイシ キョリ				（初速m/秒）² ショソク ビョウ

						2		✕		重力（ ジュウリョク		sinθ		十 ジュウ		動摩擦係数 ドウマサツケイスウ				✕		cosθ		）





		この数式に、２０パーセント勾配の場合で設定し、動摩擦係数0.1で初速度を10ｋｍ/ｈとして計算すると スウシキ コウバイ バアイ セッテイ ドウマサツケイスウ ショソクド ケイサン





		0.92　≒				2.8²（初速m/秒）² ショソク ビョウ

		(停止距離ｍ)　 テイシ キョリ				2		✕		9.8（		0.34		十 ジュウ		0.1				✕		0.94		）

										（重力） ジュウリョク		(sinθ)				（動摩擦係数） ドウマサツケイスウ						（cosθ）

		２０パーセント勾配を上り方向に約0.92ｍを走行して重力とつり合い、停止する計算となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つまり、機械の駐車ブレーキが正常に作動するものと仮定し動摩擦係数が0.1とすると、平らなコンクリート路面等において初速を10㎞/hで駐車ブレーキを作動させ、停止距離0.92ｍ以下であれば「２０パーセント勾配の床面で停止する能力を有する」と考えることも出来る。 コウバイ ノボ ホウコウ ヤク ソウコウ ジュウリョク ア テイシ ケイサン キカイ チュウシャ セイジョウ サドウ カテイ ドウマサツケイスウ タイ ロメン トウ ショソク チュウシャ サドウ テイシキョリ イカ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ カンガ デキ

















駐車ブレーキ(建機クローラ) 

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		１／５勾配の床面で､無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 コウバイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								駐車ブレーキの効き具合を調べる。 チュウシャ キ グアイ シラ								効き具合が適正であり､無負荷状態において､20パーセント勾配の床面で停止する能力を有すること。 キ グアイ テキセイ ムフカジョウタイ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ









駐車ブレーキ(建機下部走行体) 

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　 ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ								①余裕があること。 ヨユウ								①レバーを一杯に引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　　　　 イッパイ ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ								①余裕があること。 ヨユウ



		②１／５勾配の床面で､無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 コウバイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								②停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								②駐車ブレーキの効き具合を調べる。 チュウシャ キ グアイ シラ								②効き具合が適正であり､無負荷状態において､20パーセント勾配の床面で停止する能力を有すること。 キ グアイ テキセイ ムフカジョウタイ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ





		③レバーを反復操作し､引き力及び戻り具合を調べる。　　　　 ハンプク ソウサ ヒ リョク オヨ モド グアイ シラ								③引き力及び戻り具合が正常であること。 ヒ チカラ オヨ モド グアイ セイジョウ								③レバーを反復操作し､引き力及び戻り具合を調べる。　　　　 ハンプク ソウサ ヒ リョク オヨ モド グアイ シラ								③引き力及び戻り具合が正常であること。 ヒ チカラ オヨ モド グアイ セイジョウ



		④爪及びラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ツメ オヨ ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷及び著しい摩耗がないこと。 ソンショウ オヨ イチジル マモウ								④爪及びラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ツメ オヨ ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷及び著しい摩耗がないこと。 ソンショウ オヨ イチジル マモウ







電気式パワーステアリング装置(フォークリフト)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ





		②レバーの引き力を調べる。　　　[トグル式] ヒ リョク シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③20パーセントこう配の床面で無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 バイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								③停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ





		④ラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷又は著しい摩耗がないこと。 ソンショウ マタ イチジル マモウ								④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



																		⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク







Sheet1 (2)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ								①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ								②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																		③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①弁すき間を調べる。　　　　　　ただし､弁すき間の異常による異音がなく､エンジンが円滑に回転している場合は、この検査を省略してもよい。 ベン マ シラ ベン マ イジョウ イオン エンカツ カイテン バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ								①弁隙間を調べる。　　　　　　　　　　ただし､弁隙間の異常による異音がなく、　エンジンが円滑に回転している場合は､この検査を省略してもよい。(非電子制御式) スキマ スキマジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②弁隙間について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ベンスキマ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ













		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①圧縮圧力を調べる。　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 アッシュクアツリョク シラ ジ オヨ カソクジ カイテン ジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。								①圧縮圧力を調べる。　　　　　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は､この検査を省略してもよい。　　　　(非電子制御式) アッシュクアツリョク ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②圧縮圧力について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。　　　　　　(電子制御式) アッシュクアツリョク イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ハンドルを左右に切って､ハンドルの回転角度とかじ取り車輪のかじ取り角度について左右の関係を調べる。 サユウ キ カイテン カクド ト カクド サユウ カンケイ シラ								①左右で著しい相異がないこと。 サユウ イチジル ソウイ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ								①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ





		②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷又は老化がないこと。 ソンショウ マタ ロウカ								②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷及び老化がないこと。 ソンショウ オヨ ロウカ



		③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　ただし､カートリッジ式のものは､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ又は目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ マタ メヅ								③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　　　　　　　　ただし､カートリッジ式でメーカー指定の時間管理を行っている場合は､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ シテイ ジカンカンリ オコナ バアイ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ及び目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ オヨ メヅ







		④噴射ノズルの噴射圧力及び噴霧状態の異常の有無を調べる。　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 フンシャ フンシャ アツリョク オヨ フンム ジョウタイ イジョウ ウム シラ ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								④噴射圧力がメーカーの指定する基準値内であり､噴霧が正常であること。 フンシャ アツリョク シテイ キジュンチナイ フンム セイジョウ











		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ



		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ







駐車ブレーキ(フォークリフト)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								①レバーを一杯に引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　　　　[ラチェット式] イッパイ ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ





		②レバーの引き力を調べる。　　　　[トグル式] ヒ リョク シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								②レバーの引き力又はペダルの踏み力を調べる。[トグル式] ヒ チカラ マタ フ チカラ シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ



		③20パーセントこう配の床面で無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 バイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								③停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								③駐車ブレーキの効き具合を調べる。 チュウシャ キ グアイ シラ								③効き具合が適正であり､無負荷状態において､20パーセント勾配の床面で停止する能力を有すること。 キ グアイ テキセイ ムフカジョウタイ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ





		④ラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷又は著しい摩耗がないこと。 ソンショウ マタ イチジル マモウ								④爪及びラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ツメ オヨ ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷及び著しい摩耗がないこと。 ソンショウ オヨ イチジル マモウ



																		⑤ブレーキ締付けスプリングの調整値を調べる。[デットマン式] シメツ チョウセイチ シラ シキ								⑤メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ







Sheet1



		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン														新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ						①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ						②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ドラムとライニングのすき間を調べる。 マ シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ドラムとライニングの隙間を調べる。　[アジャスター手動調整式] スキマ シラ シュドウ チョウセイ シキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ



		②ドラムを取り外し､ライニングのはく離､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ リ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								②はく離､損傷又は著しい摩耗がないこと。 リ ソンショウ マタ イチジル マモウ								②ドラムを取り外し､ライニングの剥離､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ ハクリ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								②剝離､損傷及び著しい摩耗がないこと。 ハクリ ソンショウ オヨ イチジル マモウ



		③ドラムを取り外し､アンカーピンの腐食及びスプリングのへたりの有無を調べる。 ト ハズ フショク オヨ ウム シラ								③腐食又はへたりがないこと。 フショク マタ								③ドラムを取り外し､アンカーピンの腐食及びスプリングのへたりの有無を調べる。 ト ハズ フショク オヨ ウム シラ								③腐食及びへたりがないこと。 フショク オヨ



		④ドラムを取り外し､ドラム内面のき裂､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ ナイメン レツ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④き裂､損傷又は著しい摩耗がないこと。 レツ ソンショウ マタ イチジル マモウ								④ドラムを取り外し､ドラム内面の亀裂､損傷及び摩耗の有無を調べる。　　　　　　　　亀裂が疑わしい場合は探傷器等で調べる。 ト ハズ ナイメン キレツ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ キレツ ウタガ バアイ タンショウキ トウ シラ								④亀裂､損傷及び著しい摩耗がないこと。 キレツ ソンショウ オヨ イチジル マモウ









Sheet2 (4)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								ディスク及びプレートの摩耗状態を調べる。 オヨ マモウ ジョウタイ シラ								メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









Sheet2 (5)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①冷却水の量及び汚れの有無を調べる。 レイキャクスイ リョウ オヨ ヨゴ ウム シラ								①水量が適正で､著しい汚れがないこと。 スイリョウ テキセイ イチジル ヨゴ								①冷却水の量及び汚れの有無を調べる。 レイキャクスイ リョウ オヨ ヨゴ ウム シラ								①水量が適正で､著しい汚れがないこと。 スイリョウ テキセイ イチジル ヨゴ



		②ラジエーター､エンジン本体､ウォーターポンプ､ホース等からの水漏れの有無及びラジエーターのフィンの目詰まりの有無を調べる。 ホンタイ トウ ミズモ ウム オヨ メヅ ウム シラ								②水漏れ又は目詰まりがないこと。 ミズモ マタ メヅ								②ラジエーター､エンジン本体､ウォーターポンプ､ホース等からの水漏れの有無及びラジエーターのフィンの目詰まりの有無を調べる。 ホンタイ トウ ミズモ ウム オヨ メヅ ウム シラ								②水漏れ及び目詰まりがないこと。 ミズモ オヨ メヅ







		③ホースの損傷､ひび割れ及び老化の有無を調べる。 ソンショウ ワ オヨ ロウカ ウム シラ								③損傷､ひび割れ又は老化がないこと。 ソンショウ ワ マタ ロウカ								③ホースの損傷､ひび割れ及び老化の有無を調べる。 ソンショウ ワ オヨ ロウカ ウム シラ								③損傷､ひび割れ及び老化がないこと。 ソンショウ ワ オヨ ロウカ



		④ラジエーターキャップのバルブ機能の適否を調べる。 キノウ テキヒ シラ								④正常に機能すること。 セイジョウ キノウ								④ラジエーターキャップのバルブ機能の適否を調べる。 キノウ テキヒ シラ								④正常に機能すること。 セイジョウ キノウ



		⑤ラジエーターキャップのバルブシート面の損傷の有無を調べる。 メン ソンショウ ウム シラ								⑤損傷がないこと。 ソンショウ								⑤ラジエーターキャップのバルブシート面の損傷の有無を調べる。 メン ソンショウ ウム シラ								⑤損傷がないこと。 ソンショウ



		⑥ファンベルトのたわみを調べる。 シラ								⑥メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ								⑥ファンベルトの緩みを調べる。 ユル シラ								⑥著しい緩みがないこと。 イチジル ユル



		⑦ファンベルトの摩耗及び損傷の有無を調べる。 マモウ オヨ ソンショウ ウム シラ								⑦著しい摩耗又は損傷がないこと。 イチジル マモウ マタ ソンショウ								⑦ファンベルトの摩耗及び損傷の有無を調べる。 マモウ オヨ ソンショウ ウム シラ								⑦著しい摩耗及び損傷がないこと。 イチジル マモウ オヨ ソンショウ



		⑧冷却ファン､カバー､ダクト等のき裂､損傷及び変形の有無を調べる。 レイキャク トウ レツ ソンショウ オヨ ヘンケイ ウム シラ								⑧き裂､損傷又は変形がないこと。 レツ ソンショウ マタ ヘンケイ								⑧冷却ファン､カバー､ダクト等の亀裂､損傷及び変形の有無を調べる。 レイキャク トウ キレツ ソンショウ オヨ ヘンケイ ウム シラ								⑧亀裂､損傷及び変形がないこと。 キレツ ソンショウ オヨ ヘンケイ



		⑨冷却ファン､カバー等の各取付けボルト及びナットの緩みの有無を調べる。 レイキャク トウ カク トリツケ オヨ ユル ウム シラ								⑨緩みがないこと。 ユル								⑨冷却ファン､カバー等の各取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 レイキャク トウ カク トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑨緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク
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Sheet1 (2)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ								①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ								②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																		③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①弁すき間を調べる。　　　　　　ただし､弁すき間の異常による異音がなく､エンジンが円滑に回転している場合は、この検査を省略してもよい。 ベン マ シラ ベン マ イジョウ イオン エンカツ カイテン バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ								①弁隙間を調べる。　　　　　　　　　　ただし､弁隙間の異常による異音がなく、　エンジンが円滑に回転している場合は､この検査を省略してもよい。(非電子制御式) スキマ スキマジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②弁隙間について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ベンスキマ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ













		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①圧縮圧力を調べる。　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 アッシュクアツリョク シラ ジ オヨ カソクジ カイテン ジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。								①圧縮圧力を調べる。　　　　　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は､この検査を省略してもよい。　　　　(非電子制御式) アッシュクアツリョク ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②圧縮圧力について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。　　　　　　(電子制御式) アッシュクアツリョク イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ハンドルを左右に切って､ハンドルの回転角度とかじ取り車輪のかじ取り角度について左右の関係を調べる。 サユウ キ カイテン カクド ト カクド サユウ カンケイ シラ								①左右で著しい相異がないこと。 サユウ イチジル ソウイ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ								①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ





		②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷又は老化がないこと。 ソンショウ マタ ロウカ								②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷及び老化がないこと。 ソンショウ オヨ ロウカ



		③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　ただし､カートリッジ式のものは､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ又は目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ マタ メヅ								③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　　　　　　　　ただし､カートリッジ式でメーカー指定の時間管理を行っている場合は､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ シテイ ジカンカンリ オコナ バアイ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ及び目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ オヨ メヅ







		④噴射ノズルの噴射圧力及び噴霧状態の異常の有無を調べる。　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 フンシャ フンシャ アツリョク オヨ フンム ジョウタイ イジョウ ウム シラ ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								④噴射圧力がメーカーの指定する基準値内であり､噴霧が正常であること。 フンシャ アツリョク シテイ キジュンチナイ フンム セイジョウ











		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン														新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ						①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ						②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ								①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ								②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																		③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①弁すき間を調べる。　　　　　　ただし､弁すき間の異常による異音がなく､エンジンが円滑に回転している場合は、この検査を省略してもよい。 ベン マ シラ ベン マ イジョウ イオン エンカツ カイテン バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ								①弁隙間を調べる。　　　　　　　　　　ただし､弁隙間の異常による異音がなく、　エンジンが円滑に回転している場合は､この検査を省略してもよい。(非電子制御式) スキマ スキマジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②弁隙間について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ベンスキマ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ













		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①圧縮圧力を調べる。　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 アッシュクアツリョク シラ ジ オヨ カソクジ カイテン ジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。								①圧縮圧力を調べる。　　　　　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は､この検査を省略してもよい。　　　　(非電子制御式) アッシュクアツリョク ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②圧縮圧力について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。　　　　　　(電子制御式) アッシュクアツリョク イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ハンドルを左右に切って､ハンドルの回転角度とかじ取り車輪のかじ取り角度について左右の関係を調べる。 サユウ キ カイテン カクド ト カクド サユウ カンケイ シラ								①左右で著しい相異がないこと。 サユウ イチジル ソウイ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ								①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ





		②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷又は老化がないこと。 ソンショウ マタ ロウカ								②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷及び老化がないこと。 ソンショウ オヨ ロウカ



		③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　ただし､カートリッジ式のものは､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ又は目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ マタ メヅ								③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　　　　　　　　ただし､カートリッジ式でメーカー指定の時間管理を行っている場合は､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ シテイ ジカンカンリ オコナ バアイ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ及び目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ オヨ メヅ







		④噴射ノズルの噴射圧力及び噴霧状態の異常の有無を調べる。　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 フンシャ フンシャ アツリョク オヨ フンム ジョウタイ イジョウ ウム シラ ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								④噴射圧力がメーカーの指定する基準値内であり､噴霧が正常であること。 フンシャ アツリョク シテイ キジュンチナイ フンム セイジョウ











		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ



		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																		新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ										①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ



		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク										②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク										③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ



		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク										④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク										⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン														新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ						①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ						②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ
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各機械の該当箇所

		各機械の該当箇所 カク キカイ ガイトウカショ						エンジン回転　　　の状態 カイテン ジョウタイ				エンジン弁隙間 ベンスキマ				エンジン圧縮圧力 アッシュクアツリョク				エンジン噴射圧力　噴霧状態 フンシャアツリョク フンムジョウタイ				エンジン　　　　　ファンベルト				かじ取り車輪 ト シャリン				パワーステアリング装置(電気式) ソウチ デンキシキ				駐車ブレーキ チュウシャ				ブレーキドラムとライニングの隙間 スキマ				湿式ディスク　　　ブレーキ シッシキ				モニター表示　　　による検査 ヒョウジ ケンサ



		フォークリフト						●				●				●				●				●				●				●				●				●				●				●



		ショベルローダー等 トウ						●				●				●				●				●				●								●				●				●				●



		不整地運搬車 フセイチウンパンシャ						●				●				●				●				●												●												●



		下部走行体(クローラ式) カブソウコウタイ シキ						●				●				●				●				●												●												●



		下部走行体(トラック式) カブソウコウタイ シキ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		下部走行体(ホイール式) カブソウコウタイ シキ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		トラクター・ショベル　　　　(ホイール式) シキ						●				●				●				●				●												●				●				●				●



		スクレーパー						●				●				●				●				●												●												●



		スクレープ・ドーザー						●				●				●				●				●												●												●



		モーター・グレーダー						●				●				●				●				●				●								●				●				●				●



		パワー・ショベル及びドラグ・ショベル(クローラ式) オヨ シキ						●				●				●				●				●												●												●



		パワー・ショベル及びドラグ・ショベル(ホイール式) オヨ シキ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		ロードローラー及び　　　　　タイヤローラー オヨ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		振動ローラー シンドウ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		高所作業車 コウショサギョウシャ						●				●				●				●				●				●								●				●								●







駐車ブレーキの能力計算

		下記は、上り斜面を上がる物体の停止距離を計算する数式です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これを用いて平地走行にて駐車ブレーキの制動能力を算出することも一つの方法と言えます。 カキ ノボ シャメン ア ブッタイ テイシキョリ ケイサン スウシキ モチ ヘイチソウコウ チュウシャ セイドウ ノウリョク サンシュツ ヒト ホウホウ イ







		停止距離　＝ テイシ キョリ				（初速m/秒）² ショソク ビョウ

						2		✕		重力（ ジュウリョク		sinθ		十 ジュウ		動摩擦係数 ドウマサツケイスウ				✕		cosθ		）





		この数式に、２０パーセント勾配の場合で設定し、動摩擦係数0.1で初速度を10ｋｍ/ｈとして計算すると スウシキ コウバイ バアイ セッテイ ドウマサツケイスウ ショソクド ケイサン





		0.92　≒				2.8²（初速m/秒）² ショソク ビョウ

		(停止距離ｍ)　 テイシ キョリ				2		✕		9.8（		0.34		十 ジュウ		0.1				✕		0.94		）

										（重力） ジュウリョク		(sinθ)				（動摩擦係数） ドウマサツケイスウ						（cosθ）

		２０パーセント勾配を上り方向に約0.92ｍを走行して重力とつり合い、停止する計算となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つまり、機械の駐車ブレーキが正常に作動するものと仮定し動摩擦係数が0.1とすると、平らなコンクリート路面等において初速を10㎞/hで駐車ブレーキを作動させ、停止距離0.92ｍ以下であれば「２０パーセント勾配の床面で停止する能力を有する」と考えることも出来る。 コウバイ ノボ ホウコウ ヤク ソウコウ ジュウリョク ア テイシ ケイサン キカイ チュウシャ セイジョウ サドウ カテイ ドウマサツケイスウ タイ ロメン トウ ショソク チュウシャ サドウ テイシキョリ イカ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ カンガ デキ

















駐車ブレーキ(建機クローラ) 

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		１／５勾配の床面で､無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 コウバイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								駐車ブレーキの効き具合を調べる。 チュウシャ キ グアイ シラ								効き具合が適正であり､無負荷状態において､20パーセント勾配の床面で停止する能力を有すること。 キ グアイ テキセイ ムフカジョウタイ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ









駐車ブレーキ(建機下部走行体) 

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　 ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ								①余裕があること。 ヨユウ								①レバーを一杯に引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　　　　 イッパイ ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ								①余裕があること。 ヨユウ



		②１／５勾配の床面で､無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 コウバイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								②停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								②駐車ブレーキの効き具合を調べる。 チュウシャ キ グアイ シラ								②効き具合が適正であり､無負荷状態において､20パーセント勾配の床面で停止する能力を有すること。 キ グアイ テキセイ ムフカジョウタイ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ





		③レバーを反復操作し､引き力及び戻り具合を調べる。　　　　 ハンプク ソウサ ヒ リョク オヨ モド グアイ シラ								③引き力及び戻り具合が正常であること。 ヒ チカラ オヨ モド グアイ セイジョウ								③レバーを反復操作し､引き力及び戻り具合を調べる。　　　　 ハンプク ソウサ ヒ リョク オヨ モド グアイ シラ								③引き力及び戻り具合が正常であること。 ヒ チカラ オヨ モド グアイ セイジョウ



		④爪及びラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ツメ オヨ ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷及び著しい摩耗がないこと。 ソンショウ オヨ イチジル マモウ								④爪及びラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ツメ オヨ ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷及び著しい摩耗がないこと。 ソンショウ オヨ イチジル マモウ







電気式パワーステアリング装置(フォークリフト)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ





		②レバーの引き力を調べる。　　　[トグル式] ヒ リョク シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③20パーセントこう配の床面で無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 バイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								③停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ





		④ラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷又は著しい摩耗がないこと。 ソンショウ マタ イチジル マモウ								④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



																		⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク







Sheet1 (2)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ								①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ								②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																		③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①弁すき間を調べる。　　　　　　ただし､弁すき間の異常による異音がなく､エンジンが円滑に回転している場合は、この検査を省略してもよい。 ベン マ シラ ベン マ イジョウ イオン エンカツ カイテン バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ								①弁隙間を調べる。　　　　　　　　　　ただし､弁隙間の異常による異音がなく、　エンジンが円滑に回転している場合は､この検査を省略してもよい。(非電子制御式) スキマ スキマジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②弁隙間について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ベンスキマ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ













		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①圧縮圧力を調べる。　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 アッシュクアツリョク シラ ジ オヨ カソクジ カイテン ジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。								①圧縮圧力を調べる。　　　　　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は､この検査を省略してもよい。　　　　(非電子制御式) アッシュクアツリョク ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②圧縮圧力について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。　　　　　　(電子制御式) アッシュクアツリョク イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ハンドルを左右に切って､ハンドルの回転角度とかじ取り車輪のかじ取り角度について左右の関係を調べる。 サユウ キ カイテン カクド ト カクド サユウ カンケイ シラ								①左右で著しい相異がないこと。 サユウ イチジル ソウイ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ								①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ





		②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷又は老化がないこと。 ソンショウ マタ ロウカ								②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷及び老化がないこと。 ソンショウ オヨ ロウカ



		③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　ただし､カートリッジ式のものは､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ又は目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ マタ メヅ								③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　　　　　　　　ただし､カートリッジ式でメーカー指定の時間管理を行っている場合は､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ シテイ ジカンカンリ オコナ バアイ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ及び目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ オヨ メヅ







		④噴射ノズルの噴射圧力及び噴霧状態の異常の有無を調べる。　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 フンシャ フンシャ アツリョク オヨ フンム ジョウタイ イジョウ ウム シラ ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								④噴射圧力がメーカーの指定する基準値内であり､噴霧が正常であること。 フンシャ アツリョク シテイ キジュンチナイ フンム セイジョウ











		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ



		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ







駐車ブレーキ(フォークリフト)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								①レバーを一杯に引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　　　　[ラチェット式] イッパイ ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ





		②レバーの引き力を調べる。　　　　[トグル式] ヒ リョク シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								②レバーの引き力又はペダルの踏み力を調べる。[トグル式] ヒ チカラ マタ フ チカラ シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ



		③20パーセントこう配の床面で無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 バイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								③停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								③駐車ブレーキの効き具合を調べる。 チュウシャ キ グアイ シラ								③効き具合が適正であり､無負荷状態において､20パーセント勾配の床面で停止する能力を有すること。 キ グアイ テキセイ ムフカジョウタイ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ





		④ラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷又は著しい摩耗がないこと。 ソンショウ マタ イチジル マモウ								④爪及びラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ツメ オヨ ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷及び著しい摩耗がないこと。 ソンショウ オヨ イチジル マモウ



																		⑤ブレーキ締付けスプリングの調整値を調べる。[デットマン式] シメツ チョウセイチ シラ シキ								⑤メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ







Sheet1



		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン														新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ						①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ						②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ







Sheet2 (3)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ドラムとライニングのすき間を調べる。 マ シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ドラムとライニングの隙間を調べる。　[アジャスター手動調整式] スキマ シラ シュドウ チョウセイ シキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ



		②ドラムを取り外し､ライニングのはく離､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ リ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								②はく離､損傷又は著しい摩耗がないこと。 リ ソンショウ マタ イチジル マモウ								②ドラムを取り外し､ライニングの剥離､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ ハクリ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								②剝離､損傷及び著しい摩耗がないこと。 ハクリ ソンショウ オヨ イチジル マモウ



		③ドラムを取り外し､アンカーピンの腐食及びスプリングのへたりの有無を調べる。 ト ハズ フショク オヨ ウム シラ								③腐食又はへたりがないこと。 フショク マタ								③ドラムを取り外し､アンカーピンの腐食及びスプリングのへたりの有無を調べる。 ト ハズ フショク オヨ ウム シラ								③腐食及びへたりがないこと。 フショク オヨ



		④ドラムを取り外し､ドラム内面のき裂､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ ナイメン レツ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④き裂､損傷又は著しい摩耗がないこと。 レツ ソンショウ マタ イチジル マモウ								④ドラムを取り外し､ドラム内面の亀裂､損傷及び摩耗の有無を調べる。　　　　　　　　亀裂が疑わしい場合は探傷器等で調べる。 ト ハズ ナイメン キレツ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ キレツ ウタガ バアイ タンショウキ トウ シラ								④亀裂､損傷及び著しい摩耗がないこと。 キレツ ソンショウ オヨ イチジル マモウ









Sheet2 (4)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								ディスク及びプレートの摩耗状態を調べる。 オヨ マモウ ジョウタイ シラ								メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①冷却水の量及び汚れの有無を調べる。 レイキャクスイ リョウ オヨ ヨゴ ウム シラ								①水量が適正で､著しい汚れがないこと。 スイリョウ テキセイ イチジル ヨゴ								①冷却水の量及び汚れの有無を調べる。 レイキャクスイ リョウ オヨ ヨゴ ウム シラ								①水量が適正で､著しい汚れがないこと。 スイリョウ テキセイ イチジル ヨゴ



		②ラジエーター､エンジン本体､ウォーターポンプ､ホース等からの水漏れの有無及びラジエーターのフィンの目詰まりの有無を調べる。 ホンタイ トウ ミズモ ウム オヨ メヅ ウム シラ								②水漏れ又は目詰まりがないこと。 ミズモ マタ メヅ								②ラジエーター､エンジン本体､ウォーターポンプ､ホース等からの水漏れの有無及びラジエーターのフィンの目詰まりの有無を調べる。 ホンタイ トウ ミズモ ウム オヨ メヅ ウム シラ								②水漏れ及び目詰まりがないこと。 ミズモ オヨ メヅ







		③ホースの損傷､ひび割れ及び老化の有無を調べる。 ソンショウ ワ オヨ ロウカ ウム シラ								③損傷､ひび割れ又は老化がないこと。 ソンショウ ワ マタ ロウカ								③ホースの損傷､ひび割れ及び老化の有無を調べる。 ソンショウ ワ オヨ ロウカ ウム シラ								③損傷､ひび割れ及び老化がないこと。 ソンショウ ワ オヨ ロウカ



		④ラジエーターキャップのバルブ機能の適否を調べる。 キノウ テキヒ シラ								④正常に機能すること。 セイジョウ キノウ								④ラジエーターキャップのバルブ機能の適否を調べる。 キノウ テキヒ シラ								④正常に機能すること。 セイジョウ キノウ



		⑤ラジエーターキャップのバルブシート面の損傷の有無を調べる。 メン ソンショウ ウム シラ								⑤損傷がないこと。 ソンショウ								⑤ラジエーターキャップのバルブシート面の損傷の有無を調べる。 メン ソンショウ ウム シラ								⑤損傷がないこと。 ソンショウ



		⑥ファンベルトのたわみを調べる。 シラ								⑥メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ								⑥ファンベルトの緩みを調べる。 ユル シラ								⑥著しい緩みがないこと。 イチジル ユル



		⑦ファンベルトの摩耗及び損傷の有無を調べる。 マモウ オヨ ソンショウ ウム シラ								⑦著しい摩耗又は損傷がないこと。 イチジル マモウ マタ ソンショウ								⑦ファンベルトの摩耗及び損傷の有無を調べる。 マモウ オヨ ソンショウ ウム シラ								⑦著しい摩耗及び損傷がないこと。 イチジル マモウ オヨ ソンショウ



		⑧冷却ファン､カバー､ダクト等のき裂､損傷及び変形の有無を調べる。 レイキャク トウ レツ ソンショウ オヨ ヘンケイ ウム シラ								⑧き裂､損傷又は変形がないこと。 レツ ソンショウ マタ ヘンケイ								⑧冷却ファン､カバー､ダクト等の亀裂､損傷及び変形の有無を調べる。 レイキャク トウ キレツ ソンショウ オヨ ヘンケイ ウム シラ								⑧亀裂､損傷及び変形がないこと。 キレツ ソンショウ オヨ ヘンケイ



		⑨冷却ファン､カバー等の各取付けボルト及びナットの緩みの有無を調べる。 レイキャク トウ カク トリツケ オヨ ユル ウム シラ								⑨緩みがないこと。 ユル								⑨冷却ファン､カバー等の各取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 レイキャク トウ カク トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑨緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ





		②レバーの引き力を調べる。　　　[トグル式] ヒ リョク シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③20パーセントこう配の床面で無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 バイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								③停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ





		④ラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷又は著しい摩耗がないこと。 ソンショウ マタ イチジル マモウ								④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



																		⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク







Sheet1 (2)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ								①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ								②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																		③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①弁すき間を調べる。　　　　　　ただし､弁すき間の異常による異音がなく､エンジンが円滑に回転している場合は、この検査を省略してもよい。 ベン マ シラ ベン マ イジョウ イオン エンカツ カイテン バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ								①弁隙間を調べる。　　　　　　　　　　ただし､弁隙間の異常による異音がなく、　エンジンが円滑に回転している場合は､この検査を省略してもよい。(非電子制御式) スキマ スキマジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②弁隙間について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ベンスキマ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ













		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①圧縮圧力を調べる。　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 アッシュクアツリョク シラ ジ オヨ カソクジ カイテン ジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。								①圧縮圧力を調べる。　　　　　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は､この検査を省略してもよい。　　　　(非電子制御式) アッシュクアツリョク ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②圧縮圧力について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。　　　　　　(電子制御式) アッシュクアツリョク イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ハンドルを左右に切って､ハンドルの回転角度とかじ取り車輪のかじ取り角度について左右の関係を調べる。 サユウ キ カイテン カクド ト カクド サユウ カンケイ シラ								①左右で著しい相異がないこと。 サユウ イチジル ソウイ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ								①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ





		②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷又は老化がないこと。 ソンショウ マタ ロウカ								②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷及び老化がないこと。 ソンショウ オヨ ロウカ



		③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　ただし､カートリッジ式のものは､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ又は目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ マタ メヅ								③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　　　　　　　　ただし､カートリッジ式でメーカー指定の時間管理を行っている場合は､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ シテイ ジカンカンリ オコナ バアイ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ及び目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ オヨ メヅ







		④噴射ノズルの噴射圧力及び噴霧状態の異常の有無を調べる。　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 フンシャ フンシャ アツリョク オヨ フンム ジョウタイ イジョウ ウム シラ ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								④噴射圧力がメーカーの指定する基準値内であり､噴霧が正常であること。 フンシャ アツリョク シテイ キジュンチナイ フンム セイジョウ











		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ



		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								①レバーを一杯に引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　　　　[ラチェット式] イッパイ ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ





		②レバーの引き力を調べる。　　　　[トグル式] ヒ リョク シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								②レバーの引き力又はペダルの踏み力を調べる。[トグル式] ヒ チカラ マタ フ チカラ シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ



		③20パーセントこう配の床面で無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 バイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								③停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								③駐車ブレーキの効き具合を調べる。 チュウシャ キ グアイ シラ								③効き具合が適正であり､無負荷状態において､20パーセント勾配の床面で停止する能力を有すること。 キ グアイ テキセイ ムフカジョウタイ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ





		④ラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷又は著しい摩耗がないこと。 ソンショウ マタ イチジル マモウ								④爪及びラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ツメ オヨ ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷及び著しい摩耗がないこと。 ソンショウ オヨ イチジル マモウ



																		⑤ブレーキ締付けスプリングの調整値を調べる。[デットマン式] シメツ チョウセイチ シラ シキ								⑤メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン														新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ						①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ						②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ





		②レバーの引き力を調べる。　　　[トグル式] ヒ リョク シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③20パーセントこう配の床面で無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 バイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								③停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ





		④ラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷又は著しい摩耗がないこと。 ソンショウ マタ イチジル マモウ								④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



																		⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ								①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ								②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																		③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①弁すき間を調べる。　　　　　　ただし､弁すき間の異常による異音がなく､エンジンが円滑に回転している場合は、この検査を省略してもよい。 ベン マ シラ ベン マ イジョウ イオン エンカツ カイテン バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ								①弁隙間を調べる。　　　　　　　　　　ただし､弁隙間の異常による異音がなく、　エンジンが円滑に回転している場合は､この検査を省略してもよい。(非電子制御式) スキマ スキマジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②弁隙間について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ベンスキマ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ













		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①圧縮圧力を調べる。　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 アッシュクアツリョク シラ ジ オヨ カソクジ カイテン ジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。								①圧縮圧力を調べる。　　　　　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は､この検査を省略してもよい。　　　　(非電子制御式) アッシュクアツリョク ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②圧縮圧力について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。　　　　　　(電子制御式) アッシュクアツリョク イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ハンドルを左右に切って､ハンドルの回転角度とかじ取り車輪のかじ取り角度について左右の関係を調べる。 サユウ キ カイテン カクド ト カクド サユウ カンケイ シラ								①左右で著しい相異がないこと。 サユウ イチジル ソウイ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ								①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ





		②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷又は老化がないこと。 ソンショウ マタ ロウカ								②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷及び老化がないこと。 ソンショウ オヨ ロウカ



		③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　ただし､カートリッジ式のものは､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ又は目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ マタ メヅ								③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　　　　　　　　ただし､カートリッジ式でメーカー指定の時間管理を行っている場合は､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ シテイ ジカンカンリ オコナ バアイ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ及び目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ オヨ メヅ







		④噴射ノズルの噴射圧力及び噴霧状態の異常の有無を調べる。　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 フンシャ フンシャ アツリョク オヨ フンム ジョウタイ イジョウ ウム シラ ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								④噴射圧力がメーカーの指定する基準値内であり､噴霧が正常であること。 フンシャ アツリョク シテイ キジュンチナイ フンム セイジョウ











		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ



		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ
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		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								①レバーを一杯に引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　　　　[ラチェット式] イッパイ ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ





		②レバーの引き力を調べる。　　　　[トグル式] ヒ リョク シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								②レバーの引き力又はペダルの踏み力を調べる。[トグル式] ヒ チカラ マタ フ チカラ シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ



		③20パーセントこう配の床面で無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 バイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								③停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								③駐車ブレーキの効き具合を調べる。 チュウシャ キ グアイ シラ								③効き具合が適正であり､無負荷状態において､20パーセント勾配の床面で停止する能力を有すること。 キ グアイ テキセイ ムフカジョウタイ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ





		④ラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷又は著しい摩耗がないこと。 ソンショウ マタ イチジル マモウ								④爪及びラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ツメ オヨ ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷及び著しい摩耗がないこと。 ソンショウ オヨ イチジル マモウ



																		⑤ブレーキ締付けスプリングの調整値を調べる。[デットマン式] シメツ チョウセイチ シラ シキ								⑤メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ
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		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ						①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ						②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ
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		①ドラムとライニングのすき間を調べる。 マ シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ドラムとライニングの隙間を調べる。　[アジャスター手動調整式] スキマ シラ シュドウ チョウセイ シキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ



		②ドラムを取り外し､ライニングのはく離､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ リ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								②はく離､損傷又は著しい摩耗がないこと。 リ ソンショウ マタ イチジル マモウ								②ドラムを取り外し､ライニングの剥離､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ ハクリ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								②剝離､損傷及び著しい摩耗がないこと。 ハクリ ソンショウ オヨ イチジル マモウ



		③ドラムを取り外し､アンカーピンの腐食及びスプリングのへたりの有無を調べる。 ト ハズ フショク オヨ ウム シラ								③腐食又はへたりがないこと。 フショク マタ								③ドラムを取り外し､アンカーピンの腐食及びスプリングのへたりの有無を調べる。 ト ハズ フショク オヨ ウム シラ								③腐食及びへたりがないこと。 フショク オヨ



		④ドラムを取り外し､ドラム内面のき裂､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ ナイメン レツ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④き裂､損傷又は著しい摩耗がないこと。 レツ ソンショウ マタ イチジル マモウ								④ドラムを取り外し､ドラム内面の亀裂､損傷及び摩耗の有無を調べる。　　　　　　　　亀裂が疑わしい場合は探傷器等で調べる。 ト ハズ ナイメン キレツ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ キレツ ウタガ バアイ タンショウキ トウ シラ								④亀裂､損傷及び著しい摩耗がないこと。 キレツ ソンショウ オヨ イチジル マモウ
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		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ





		②レバーの引き力を調べる。　　　[トグル式] ヒ リョク シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③20パーセントこう配の床面で無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 バイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								③停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ





		④ラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷又は著しい摩耗がないこと。 ソンショウ マタ イチジル マモウ								④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



																		⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク
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		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ								①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ								②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																		③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①弁すき間を調べる。　　　　　　ただし､弁すき間の異常による異音がなく､エンジンが円滑に回転している場合は、この検査を省略してもよい。 ベン マ シラ ベン マ イジョウ イオン エンカツ カイテン バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ								①弁隙間を調べる。　　　　　　　　　　ただし､弁隙間の異常による異音がなく、　エンジンが円滑に回転している場合は､この検査を省略してもよい。(非電子制御式) スキマ スキマジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②弁隙間について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ベンスキマ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ













		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①圧縮圧力を調べる。　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 アッシュクアツリョク シラ ジ オヨ カソクジ カイテン ジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。								①圧縮圧力を調べる。　　　　　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は､この検査を省略してもよい。　　　　(非電子制御式) アッシュクアツリョク ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②圧縮圧力について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。　　　　　　(電子制御式) アッシュクアツリョク イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ハンドルを左右に切って､ハンドルの回転角度とかじ取り車輪のかじ取り角度について左右の関係を調べる。 サユウ キ カイテン カクド ト カクド サユウ カンケイ シラ								①左右で著しい相異がないこと。 サユウ イチジル ソウイ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ								①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ





		②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷又は老化がないこと。 ソンショウ マタ ロウカ								②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷及び老化がないこと。 ソンショウ オヨ ロウカ



		③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　ただし､カートリッジ式のものは､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ又は目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ マタ メヅ								③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　　　　　　　　ただし､カートリッジ式でメーカー指定の時間管理を行っている場合は､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ シテイ ジカンカンリ オコナ バアイ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ及び目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ オヨ メヅ







		④噴射ノズルの噴射圧力及び噴霧状態の異常の有無を調べる。　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 フンシャ フンシャ アツリョク オヨ フンム ジョウタイ イジョウ ウム シラ ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								④噴射圧力がメーカーの指定する基準値内であり､噴霧が正常であること。 フンシャ アツリョク シテイ キジュンチナイ フンム セイジョウ











		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ



		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ







Sheet2

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								①レバーを一杯に引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　　　　[ラチェット式] イッパイ ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ





		②レバーの引き力を調べる。　　　　[トグル式] ヒ リョク シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								②レバーの引き力又はペダルの踏み力を調べる。[トグル式] ヒ チカラ マタ フ チカラ シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ



		③20パーセントこう配の床面で無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 バイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								③停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								③駐車ブレーキの効き具合を調べる。 チュウシャ キ グアイ シラ								③効き具合が適正であり､無負荷状態において､20パーセント勾配の床面で停止する能力を有すること。 キ グアイ テキセイ ムフカジョウタイ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ





		④ラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷又は著しい摩耗がないこと。 ソンショウ マタ イチジル マモウ								④爪及びラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ツメ オヨ ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷及び著しい摩耗がないこと。 ソンショウ オヨ イチジル マモウ



																		⑤ブレーキ締付けスプリングの調整値を調べる。[デットマン式] シメツ チョウセイチ シラ シキ								⑤メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン														新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ						①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ						②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ドラムとライニングのすき間を調べる。 マ シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ドラムとライニングの隙間を調べる。　[アジャスター手動調整式] スキマ シラ シュドウ チョウセイ シキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ



		②ドラムを取り外し､ライニングのはく離､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ リ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								②はく離､損傷又は著しい摩耗がないこと。 リ ソンショウ マタ イチジル マモウ								②ドラムを取り外し､ライニングの剥離､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ ハクリ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								②剝離､損傷及び著しい摩耗がないこと。 ハクリ ソンショウ オヨ イチジル マモウ



		③ドラムを取り外し､アンカーピンの腐食及びスプリングのへたりの有無を調べる。 ト ハズ フショク オヨ ウム シラ								③腐食又はへたりがないこと。 フショク マタ								③ドラムを取り外し､アンカーピンの腐食及びスプリングのへたりの有無を調べる。 ト ハズ フショク オヨ ウム シラ								③腐食及びへたりがないこと。 フショク オヨ



		④ドラムを取り外し､ドラム内面のき裂､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ ナイメン レツ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④き裂､損傷又は著しい摩耗がないこと。 レツ ソンショウ マタ イチジル マモウ								④ドラムを取り外し､ドラム内面の亀裂､損傷及び摩耗の有無を調べる。　　　　　　　　亀裂が疑わしい場合は探傷器等で調べる。 ト ハズ ナイメン キレツ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ キレツ ウタガ バアイ タンショウキ トウ シラ								④亀裂､損傷及び著しい摩耗がないこと。 キレツ ソンショウ オヨ イチジル マモウ









Sheet2 (4)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								ディスク及びプレートの摩耗状態を調べる。 オヨ マモウ ジョウタイ シラ								メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ
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各機械の該当箇所

		各機械の該当箇所 カク キカイ ガイトウカショ						エンジン回転　　　の状態 カイテン ジョウタイ				エンジン弁隙間 ベンスキマ				エンジン圧縮圧力 アッシュクアツリョク				エンジン噴射圧力　噴霧状態 フンシャアツリョク フンムジョウタイ				エンジン　　　　　ファンベルト				かじ取り車輪 ト シャリン				パワーステアリング装置(電気式) ソウチ デンキシキ				駐車ブレーキ チュウシャ				ブレーキドラムとライニングの隙間 スキマ				湿式ディスク　　　ブレーキ シッシキ				モニター表示　　　による検査 ヒョウジ ケンサ



		フォークリフト						●				●				●				●				●				●				●				●				●				●				●



		ショベルローダー等 トウ						●				●				●				●				●				●								●				●				●				●



		不整地運搬車 フセイチウンパンシャ						●				●				●				●				●												●												●



		下部走行体(クローラ式) カブソウコウタイ シキ						●				●				●				●				●												●												●



		下部走行体(トラック式) カブソウコウタイ シキ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		下部走行体(ホイール式) カブソウコウタイ シキ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		トラクター・ショベル　　　　(ホイール式) シキ						●				●				●				●				●												●				●				●				●



		スクレーパー						●				●				●				●				●												●												●



		スクレープ・ドーザー						●				●				●				●				●												●												●



		モーター・グレーダー						●				●				●				●				●				●								●				●				●				●



		パワー・ショベル及びドラグ・ショベル(クローラ式) オヨ シキ						●				●				●				●				●												●												●



		パワー・ショベル及びドラグ・ショベル(ホイール式) オヨ シキ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		ロードローラー及び　　　　　タイヤローラー オヨ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		振動ローラー シンドウ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		高所作業車 コウショサギョウシャ						●				●				●				●				●				●								●				●								●







駐車ブレーキの能力計算

		下記は、上り斜面を上がる物体の停止距離を計算する数式です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これを用いて平地走行にて駐車ブレーキの制動能力を算出することも一つの方法と言えます。 カキ ノボ シャメン ア ブッタイ テイシキョリ ケイサン スウシキ モチ ヘイチソウコウ チュウシャ セイドウ ノウリョク サンシュツ ヒト ホウホウ イ







		停止距離　＝ テイシ キョリ				（初速m/秒）² ショソク ビョウ

						2		✕		重力（ ジュウリョク		sinθ		十 ジュウ		動摩擦係数 ドウマサツケイスウ				✕		cosθ		）





		この数式に、２０パーセント勾配の場合で設定し、動摩擦係数0.1で初速度を10ｋｍ/ｈとして計算すると スウシキ コウバイ バアイ セッテイ ドウマサツケイスウ ショソクド ケイサン





		0.92　≒				2.8²（初速m/秒）² ショソク ビョウ

		(停止距離ｍ)　 テイシ キョリ				2		✕		9.8（		0.34		十 ジュウ		0.1				✕		0.94		）

										（重力） ジュウリョク		(sinθ)				（動摩擦係数） ドウマサツケイスウ						（cosθ）

		２０パーセント勾配を上り方向に約0.92ｍを走行して重力とつり合い、停止する計算となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つまり、機械の駐車ブレーキが正常に作動するものと仮定し動摩擦係数が0.1とすると、平らなコンクリート路面等において初速を10㎞/hで駐車ブレーキを作動させ、停止距離0.92ｍ以下であれば「２０パーセント勾配の床面で停止する能力を有する」と考えることも出来る。 コウバイ ノボ ホウコウ ヤク ソウコウ ジュウリョク ア テイシ ケイサン キカイ チュウシャ セイジョウ サドウ カテイ ドウマサツケイスウ タイ ロメン トウ ショソク チュウシャ サドウ テイシキョリ イカ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ カンガ デキ

















駐車ブレーキ(建機クローラ) 

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		１／５勾配の床面で､無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 コウバイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								駐車ブレーキの効き具合を調べる。 チュウシャ キ グアイ シラ								効き具合が適正であり､無負荷状態において､20パーセント勾配の床面で停止する能力を有すること。 キ グアイ テキセイ ムフカジョウタイ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ









駐車ブレーキ(建機下部走行体) 

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　 ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ								①余裕があること。 ヨユウ								①レバーを一杯に引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　　　　 イッパイ ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ								①余裕があること。 ヨユウ



		②１／５勾配の床面で､無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 コウバイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								②停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								②駐車ブレーキの効き具合を調べる。 チュウシャ キ グアイ シラ								②効き具合が適正であり､無負荷状態において､20パーセント勾配の床面で停止する能力を有すること。 キ グアイ テキセイ ムフカジョウタイ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ





		③レバーを反復操作し､引き力及び戻り具合を調べる。　　　　 ハンプク ソウサ ヒ リョク オヨ モド グアイ シラ								③引き力及び戻り具合が正常であること。 ヒ チカラ オヨ モド グアイ セイジョウ								③レバーを反復操作し､引き力及び戻り具合を調べる。　　　　 ハンプク ソウサ ヒ リョク オヨ モド グアイ シラ								③引き力及び戻り具合が正常であること。 ヒ チカラ オヨ モド グアイ セイジョウ



		④爪及びラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ツメ オヨ ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷及び著しい摩耗がないこと。 ソンショウ オヨ イチジル マモウ								④爪及びラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ツメ オヨ ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷及び著しい摩耗がないこと。 ソンショウ オヨ イチジル マモウ







電気式パワーステアリング装置(フォークリフト)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ





		②レバーの引き力を調べる。　　　[トグル式] ヒ リョク シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③20パーセントこう配の床面で無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 バイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								③停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ





		④ラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷又は著しい摩耗がないこと。 ソンショウ マタ イチジル マモウ								④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



																		⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク







Sheet1 (2)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ								①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ								②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																		③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①弁すき間を調べる。　　　　　　ただし､弁すき間の異常による異音がなく､エンジンが円滑に回転している場合は、この検査を省略してもよい。 ベン マ シラ ベン マ イジョウ イオン エンカツ カイテン バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ								①弁隙間を調べる。　　　　　　　　　　ただし､弁隙間の異常による異音がなく、　エンジンが円滑に回転している場合は､この検査を省略してもよい。(非電子制御式) スキマ スキマジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②弁隙間について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ベンスキマ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ













		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①圧縮圧力を調べる。　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 アッシュクアツリョク シラ ジ オヨ カソクジ カイテン ジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。								①圧縮圧力を調べる。　　　　　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は､この検査を省略してもよい。　　　　(非電子制御式) アッシュクアツリョク ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②圧縮圧力について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。　　　　　　(電子制御式) アッシュクアツリョク イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ハンドルを左右に切って､ハンドルの回転角度とかじ取り車輪のかじ取り角度について左右の関係を調べる。 サユウ キ カイテン カクド ト カクド サユウ カンケイ シラ								①左右で著しい相異がないこと。 サユウ イチジル ソウイ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ								①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ





		②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷又は老化がないこと。 ソンショウ マタ ロウカ								②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷及び老化がないこと。 ソンショウ オヨ ロウカ



		③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　ただし､カートリッジ式のものは､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ又は目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ マタ メヅ								③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　　　　　　　　ただし､カートリッジ式でメーカー指定の時間管理を行っている場合は､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ シテイ ジカンカンリ オコナ バアイ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ及び目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ オヨ メヅ







		④噴射ノズルの噴射圧力及び噴霧状態の異常の有無を調べる。　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 フンシャ フンシャ アツリョク オヨ フンム ジョウタイ イジョウ ウム シラ ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								④噴射圧力がメーカーの指定する基準値内であり､噴霧が正常であること。 フンシャ アツリョク シテイ キジュンチナイ フンム セイジョウ











		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ



		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ







駐車ブレーキ(フォークリフト)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								①レバーを一杯に引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　　　　[ラチェット式] イッパイ ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ





		②レバーの引き力を調べる。　　　　[トグル式] ヒ リョク シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								②レバーの引き力又はペダルの踏み力を調べる。[トグル式] ヒ チカラ マタ フ チカラ シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ



		③20パーセントこう配の床面で無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 バイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								③停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								③駐車ブレーキの効き具合を調べる。 チュウシャ キ グアイ シラ								③効き具合が適正であり､無負荷状態において､20パーセント勾配の床面で停止する能力を有すること。 キ グアイ テキセイ ムフカジョウタイ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ





		④ラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷又は著しい摩耗がないこと。 ソンショウ マタ イチジル マモウ								④爪及びラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ツメ オヨ ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷及び著しい摩耗がないこと。 ソンショウ オヨ イチジル マモウ



																		⑤ブレーキ締付けスプリングの調整値を調べる。[デットマン式] シメツ チョウセイチ シラ シキ								⑤メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ







Sheet1



		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン														新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ						①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ						②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ドラムとライニングのすき間を調べる。 マ シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ドラムとライニングの隙間を調べる。　[アジャスター手動調整式] スキマ シラ シュドウ チョウセイ シキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ



		②ドラムを取り外し､ライニングのはく離､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ リ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								②はく離､損傷又は著しい摩耗がないこと。 リ ソンショウ マタ イチジル マモウ								②ドラムを取り外し､ライニングの剥離､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ ハクリ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								②剝離､損傷及び著しい摩耗がないこと。 ハクリ ソンショウ オヨ イチジル マモウ



		③ドラムを取り外し､アンカーピンの腐食及びスプリングのへたりの有無を調べる。 ト ハズ フショク オヨ ウム シラ								③腐食又はへたりがないこと。 フショク マタ								③ドラムを取り外し､アンカーピンの腐食及びスプリングのへたりの有無を調べる。 ト ハズ フショク オヨ ウム シラ								③腐食及びへたりがないこと。 フショク オヨ



		④ドラムを取り外し､ドラム内面のき裂､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ ナイメン レツ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④き裂､損傷又は著しい摩耗がないこと。 レツ ソンショウ マタ イチジル マモウ								④ドラムを取り外し､ドラム内面の亀裂､損傷及び摩耗の有無を調べる。　　　　　　　　亀裂が疑わしい場合は探傷器等で調べる。 ト ハズ ナイメン キレツ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ キレツ ウタガ バアイ タンショウキ トウ シラ								④亀裂､損傷及び著しい摩耗がないこと。 キレツ ソンショウ オヨ イチジル マモウ
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								ディスク及びプレートの摩耗状態を調べる。 オヨ マモウ ジョウタイ シラ								メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①冷却水の量及び汚れの有無を調べる。 レイキャクスイ リョウ オヨ ヨゴ ウム シラ								①水量が適正で､著しい汚れがないこと。 スイリョウ テキセイ イチジル ヨゴ								①冷却水の量及び汚れの有無を調べる。 レイキャクスイ リョウ オヨ ヨゴ ウム シラ								①水量が適正で､著しい汚れがないこと。 スイリョウ テキセイ イチジル ヨゴ



		②ラジエーター､エンジン本体､ウォーターポンプ､ホース等からの水漏れの有無及びラジエーターのフィンの目詰まりの有無を調べる。 ホンタイ トウ ミズモ ウム オヨ メヅ ウム シラ								②水漏れ又は目詰まりがないこと。 ミズモ マタ メヅ								②ラジエーター､エンジン本体､ウォーターポンプ､ホース等からの水漏れの有無及びラジエーターのフィンの目詰まりの有無を調べる。 ホンタイ トウ ミズモ ウム オヨ メヅ ウム シラ								②水漏れ及び目詰まりがないこと。 ミズモ オヨ メヅ







		③ホースの損傷､ひび割れ及び老化の有無を調べる。 ソンショウ ワ オヨ ロウカ ウム シラ								③損傷､ひび割れ又は老化がないこと。 ソンショウ ワ マタ ロウカ								③ホースの損傷､ひび割れ及び老化の有無を調べる。 ソンショウ ワ オヨ ロウカ ウム シラ								③損傷､ひび割れ及び老化がないこと。 ソンショウ ワ オヨ ロウカ



		④ラジエーターキャップのバルブ機能の適否を調べる。 キノウ テキヒ シラ								④正常に機能すること。 セイジョウ キノウ								④ラジエーターキャップのバルブ機能の適否を調べる。 キノウ テキヒ シラ								④正常に機能すること。 セイジョウ キノウ



		⑤ラジエーターキャップのバルブシート面の損傷の有無を調べる。 メン ソンショウ ウム シラ								⑤損傷がないこと。 ソンショウ								⑤ラジエーターキャップのバルブシート面の損傷の有無を調べる。 メン ソンショウ ウム シラ								⑤損傷がないこと。 ソンショウ



		⑥ファンベルトのたわみを調べる。 シラ								⑥メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ								⑥ファンベルトの緩みを調べる。 ユル シラ								⑥著しい緩みがないこと。 イチジル ユル



		⑦ファンベルトの摩耗及び損傷の有無を調べる。 マモウ オヨ ソンショウ ウム シラ								⑦著しい摩耗又は損傷がないこと。 イチジル マモウ マタ ソンショウ								⑦ファンベルトの摩耗及び損傷の有無を調べる。 マモウ オヨ ソンショウ ウム シラ								⑦著しい摩耗及び損傷がないこと。 イチジル マモウ オヨ ソンショウ



		⑧冷却ファン､カバー､ダクト等のき裂､損傷及び変形の有無を調べる。 レイキャク トウ レツ ソンショウ オヨ ヘンケイ ウム シラ								⑧き裂､損傷又は変形がないこと。 レツ ソンショウ マタ ヘンケイ								⑧冷却ファン､カバー､ダクト等の亀裂､損傷及び変形の有無を調べる。 レイキャク トウ キレツ ソンショウ オヨ ヘンケイ ウム シラ								⑧亀裂､損傷及び変形がないこと。 キレツ ソンショウ オヨ ヘンケイ



		⑨冷却ファン､カバー等の各取付けボルト及びナットの緩みの有無を調べる。 レイキャク トウ カク トリツケ オヨ ユル ウム シラ								⑨緩みがないこと。 ユル								⑨冷却ファン､カバー等の各取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 レイキャク トウ カク トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑨緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク
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Sheet2

		各機械の該当箇所 カク キカイ ガイトウカショ						エンジン回転　　　の状態 カイテン ジョウタイ				エンジン弁隙間 ベンスキマ				エンジン圧縮圧力 アッシュクアツリョク				エンジン噴射圧力　噴霧状態 フンシャアツリョク フンムジョウタイ				エンジン　　　　　ファンベルト				かじ取り車輪 ト シャリン				パワーステアリング装置(電気式) ソウチ デンキシキ				駐車ブレーキ チュウシャ				ブレーキドラムとライニングの隙間 スキマ				湿式ディスク　　　ブレーキ シッシキ				モニター表示　　　による検査 ヒョウジ ケンサ



		フォークリフト						●				●				●				●				●				●				●				●				●				●				●



		ショベルローダー等 トウ						●				●				●				●				●				●								●				●				●				●



		不整地運搬車 フセイチウンパンシャ						●				●				●				●				●												●												●



		下部走行体(クローラ式) カブソウコウタイ シキ						●				●				●				●				●												●												●



		下部走行体(トラック式) カブソウコウタイ シキ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		下部走行体(ホイール式) カブソウコウタイ シキ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		トラクター・ショベル　　　　(ホイール式) シキ						●				●				●				●				●												●				●				●				●



		スクレーパー						●				●				●				●				●												●												●



		スクレープ・ドーザー						●				●				●				●				●												●												●



		モーター・グレーダー						●				●				●				●				●				●								●				●				●				●



		パワー・ショベル及びドラグ・ショベル(クローラ式) オヨ シキ						●				●				●				●				●												●												●



		パワー・ショベル及びドラグ・ショベル(ホイール式) オヨ シキ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		ロードローラー及び　　　　　タイヤローラー オヨ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		振動ローラー シンドウ						●				●				●				●				●				●								●				●								●



		高所作業車 コウショサギョウシャ						●				●				●				●				●				●								●				●								●







駐車ブレーキ(建機クローラ) 

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		１／５勾配の床面で､無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 コウバイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								駐車ブレーキの効き具合を調べる。 チュウシャ キ グアイ シラ								効き具合が適正であり､無負荷状態において､20パーセント勾配の床面で停止する能力を有すること。 キ グアイ テキセイ ムフカジョウタイ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ









駐車ブレーキ(建機下部走行体) 

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　 ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ								①余裕があること。 ヨユウ								①レバーを一杯に引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　　　　 イッパイ ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ								①余裕があること。 ヨユウ



		②１／５勾配の床面で､無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 コウバイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								②停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								②駐車ブレーキの効き具合を調べる。 チュウシャ キ グアイ シラ								②効き具合が適正であり､無負荷状態において､20パーセント勾配の床面で停止する能力を有すること。 キ グアイ テキセイ ムフカジョウタイ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ





		③レバーを反復操作し､引き力及び戻り具合を調べる。　　　　 ハンプク ソウサ ヒ リョク オヨ モド グアイ シラ								③引き力及び戻り具合が正常であること。 ヒ チカラ オヨ モド グアイ セイジョウ								③レバーを反復操作し､引き力及び戻り具合を調べる。　　　　 ハンプク ソウサ ヒ リョク オヨ モド グアイ シラ								③引き力及び戻り具合が正常であること。 ヒ チカラ オヨ モド グアイ セイジョウ



		④爪及びラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ツメ オヨ ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷及び著しい摩耗がないこと。 ソンショウ オヨ イチジル マモウ								④爪及びラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ツメ オヨ ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷及び著しい摩耗がないこと。 ソンショウ オヨ イチジル マモウ







電気式パワーステアリング装置(フォークリフト)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ





		②レバーの引き力を調べる。　　　[トグル式] ヒ リョク シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③20パーセントこう配の床面で無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 バイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								③停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ





		④ラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷又は著しい摩耗がないこと。 ソンショウ マタ イチジル マモウ								④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



																		⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク







Sheet1 (2)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ								①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ								②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																		③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①弁すき間を調べる。　　　　　　ただし､弁すき間の異常による異音がなく､エンジンが円滑に回転している場合は、この検査を省略してもよい。 ベン マ シラ ベン マ イジョウ イオン エンカツ カイテン バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ								①弁隙間を調べる。　　　　　　　　　　ただし､弁隙間の異常による異音がなく、　エンジンが円滑に回転している場合は､この検査を省略してもよい。(非電子制御式) スキマ スキマジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②弁隙間について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。(電子制御式) ベンスキマ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ













		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①圧縮圧力を調べる。　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 アッシュクアツリョク シラ ジ オヨ カソクジ カイテン ジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								①メーカーの指定する基準値内であること。								①圧縮圧力を調べる。　　　　　　　　　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は､この検査を省略してもよい。　　　　(非電子制御式) アッシュクアツリョク ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイ ナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイジオヨムフカサイコウカイテンジカイテンスウシラヒデンシセイギョシキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ









																		②圧縮圧力について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。　　　　　　(電子制御式) アッシュクアツリョク イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ デンシセイギョシキ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ハンドルを左右に切って､ハンドルの回転角度とかじ取り車輪のかじ取り角度について左右の関係を調べる。 サユウ キ カイテン カクド ト カクド サユウ カンケイ シラ								①左右で著しい相異がないこと。 サユウ イチジル ソウイ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク









		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ								①燃料タンク､噴射ポンプ､ホース､パイプ等からの燃料漏れの有無を調べる。 ネンリョウ フンシャ トウ ネンリョウモ ウム シラ								①燃料漏れがないこと。 ネンリョウ モ





		②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷又は老化がないこと。 ソンショウ マタ ロウカ								②燃料ホースの損傷及び老化の有無を調べる。 ネンリョウ ソンショウ オヨ ロウカ ウム シラ								②損傷及び老化がないこと。 ソンショウ オヨ ロウカ



		③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　ただし､カートリッジ式のものは､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ又は目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ マタ メヅ								③燃料フィルターエレメントの汚れ及び目詰まりの有無を調べる。　　　　　　　　ただし､カートリッジ式でメーカー指定の時間管理を行っている場合は､この検査を省略してもよい。 ネンリョウ ヨゴ オヨ メヅ ウム シラ シキ シテイ ジカンカンリ オコナ バアイ ケンサ ショウリャク								③著しい汚れ及び目詰まりがないこと。 イチジル ヨゴ オヨ メヅ







		④噴射ノズルの噴射圧力及び噴霧状態の異常の有無を調べる。　　ただし､アイドリング時及び加速時の回転状態並びに排気の状態に異常がない場合は、この検査を省略してもよい。 フンシャ フンシャ アツリョク オヨ フンム ジョウタイ イジョウ ウム シラ ジオヨ カソクジ カイテンジョウタイナラ ハイキ ジョウタイ イジョウ バアイ ケンサ ショウリャク								④噴射圧力がメーカーの指定する基準値内であり､噴霧が正常であること。 フンシャ アツリョク シテイ キジュンチナイ フンム セイジョウ











		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ハンドルを左右に切って旋回し､最小旋回半径及びステアリング角度を調べる。 サユウ キ センカイ サイショウ センカイ ハンケイ オヨ カクド シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ブラシの摩耗量及び当たりの状態を調べる。 マモウリョウ オヨ ア ジョウタイ シラ								①摩耗量がメーカーの指定する基準値内であり､全周について当たりが正常であること。 マモウリョウ シテイ キジュンチナイ ゼンシュウ ア セイジョウ





		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。 ユル オヨ ダツラク ウム シラ								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								②ブラシのばね力を調べる。 チカラ シラ								②ばねの戻り具合が適正であること。 モド グアイ テキセイ



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								③コンミテーター面の汚れ及び摩耗の有無を調べる。 メン ヨゴ オヨ マモウ ウム シラ								③汚れ及び著しい摩耗がないこと。 ヨゴ オヨ イチジル マモウ



		②ストッパーボルトの緩み及び脱落の有無を調べる。								②緩み又は脱落がないこと。 ユル マタ ダツラク								④アクチュエーターを作動させ､異音の有無を調べる。 サドウ イオン ウム シラ								④異音がないこと。 イオン



		③かじ取り車輪と他の部分との接触の有無を調べる。 ト シャリン タ ブブン セッショク ウム シラ								③接触していないこと。 セッショク								⑤取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑤緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク



		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ







駐車ブレーキ(フォークリフト)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								①レバーを一杯に引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　　　　　　[ラチェット式] イッパイ ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ





		②レバーの引き力を調べる。　　　　[トグル式] ヒ リョク シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								②レバーの引き力又はペダルの踏み力を調べる。[トグル式] ヒ チカラ マタ フ チカラ シラ シキ								②メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ



		③20パーセントこう配の床面で無負荷状態において作動させ､効き具合を調べる。 バイ ユカメン ムフカ ジョウタイ サドウ キ グアイ シラ								③停止の状態を保持すること。 テイシ ジョウタイ ホジ								③駐車ブレーキの効き具合を調べる。 チュウシャ キ グアイ シラ								③効き具合が適正であり､無負荷状態において､20パーセント勾配の床面で停止する能力を有すること。 キ グアイ テキセイ ムフカジョウタイ コウバイ ユカメン テイシ ノウリョク ユウ





		④ラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷又は著しい摩耗がないこと。 ソンショウ マタ イチジル マモウ								④爪及びラチェット部の損傷及び摩耗の有無を調べる。 ツメ オヨ ブ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④損傷及び著しい摩耗がないこと。 ソンショウ オヨ イチジル マモウ



																		⑤ブレーキ締付けスプリングの調整値を調べる。[デットマン式] シメツ チョウセイチ シラ シキ								⑤メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ







Sheet1



		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン														新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ						①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。(非電子制御式) ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ ヒ デンシ セイギョ シキ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑で続くこと。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ ツヅ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								②ペダル等の引っ掛かりがなく､　　エンジン停止又はノッキングがないこと。 トウ ヒ カ テイシ マタ						②アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数について異常を示す表示及び警告灯の点灯の有無を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウカイテン ジ カイテンスウ イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ ウム シラ								②異常を示す表示及び警告灯の点灯がないこと。 イジョウ シメ ヒョウジ オヨ ケイコクトウ テントウ





																③エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								③引っ掛かり、エンジン停止及びノッキングがないこと。 ヒ カ テイシ オヨ





		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①アイドリング時及び無負荷最高回転時の回転数を調べる。 ジ オヨ ムフカサイコウ カイテンジ カイテンスウ シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



		②エンジンを加速したとき､アクセルペダル又はレバーの引っ掛かり､エンジン停止及びノッキングの有無を調べる。 カソク マタ ヒ カ テイシ オヨ ウム シラ								①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ



										①メーカーの指定する基準値内であり、回転が円滑であること。 シテイ キジュンチ ナイ カイテン エンカツ







Sheet2 (3)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①ドラムとライニングのすき間を調べる。 マ シラ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ								①ドラムとライニングの隙間を調べる。　[アジャスター手動調整式] スキマ シラ シュドウ チョウセイ シキ								①メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチナイ



		②ドラムを取り外し､ライニングのはく離､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ リ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								②はく離､損傷又は著しい摩耗がないこと。 リ ソンショウ マタ イチジル マモウ								②ドラムを取り外し､ライニングの剥離､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ ハクリ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								②剝離､損傷及び著しい摩耗がないこと。 ハクリ ソンショウ オヨ イチジル マモウ



		③ドラムを取り外し､アンカーピンの腐食及びスプリングのへたりの有無を調べる。 ト ハズ フショク オヨ ウム シラ								③腐食又はへたりがないこと。 フショク マタ								③ドラムを取り外し､アンカーピンの腐食及びスプリングのへたりの有無を調べる。 ト ハズ フショク オヨ ウム シラ								③腐食及びへたりがないこと。 フショク オヨ



		④ドラムを取り外し､ドラム内面のき裂､損傷及び摩耗の有無を調べる。 ト ハズ ナイメン レツ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ								④き裂､損傷又は著しい摩耗がないこと。 レツ ソンショウ マタ イチジル マモウ								④ドラムを取り外し､ドラム内面の亀裂､損傷及び摩耗の有無を調べる。　　　　　　　　亀裂が疑わしい場合は探傷器等で調べる。 ト ハズ ナイメン キレツ ソンショウ オヨ マモウ ウム シラ キレツ ウタガ バアイ タンショウキ トウ シラ								④亀裂､損傷及び著しい摩耗がないこと。 キレツ ソンショウ オヨ イチジル マモウ









Sheet2 (4)

		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①レバーをいっぱいに引いた状態で､引きしろの余裕の有無を調べる。　[ラチェット式] ヒ ジョウタイ ヒ ヨユウ ウム シラ シキ								①余裕があること。 ヨユウ								ディスク及びプレートの摩耗状態を調べる。 オヨ マモウ ジョウタイ シラ								メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ
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		旧検査方法&判定基準 キュウ ケンサホウホウ ハンテイキジュン																新検査方法&判定基準 シン ケンサホウホウ ハンテイキジュン



		①冷却水の量及び汚れの有無を調べる。 レイキャクスイ リョウ オヨ ヨゴ ウム シラ								①水量が適正で､著しい汚れがないこと。 スイリョウ テキセイ イチジル ヨゴ								①冷却水の量及び汚れの有無を調べる。 レイキャクスイ リョウ オヨ ヨゴ ウム シラ								①水量が適正で､著しい汚れがないこと。 スイリョウ テキセイ イチジル ヨゴ



		②ラジエーター､エンジン本体､ウォーターポンプ､ホース等からの水漏れの有無及びラジエーターのフィンの目詰まりの有無を調べる。 ホンタイ トウ ミズモ ウム オヨ メヅ ウム シラ								②水漏れ又は目詰まりがないこと。 ミズモ マタ メヅ								②ラジエーター､エンジン本体､ウォーターポンプ､ホース等からの水漏れの有無及びラジエーターのフィンの目詰まりの有無を調べる。 ホンタイ トウ ミズモ ウム オヨ メヅ ウム シラ								②水漏れ又は目詰まりがないこと。 ミズモ マタ メヅ







		③ホースの損傷､ひび割れ及び老化の有無を調べる。 ソンショウ ワ オヨ ロウカ ウム シラ								③損傷､ひび割れ又は老化がないこと。 ソンショウ ワ マタ ロウカ								③ホースの損傷､ひび割れ及び老化の有無を調べる。 ソンショウ ワ オヨ ロウカ ウム シラ								③損傷､ひび割れ又は老化がないこと。 ソンショウ ワ マタ ロウカ



		④ラジエーターキャップのバルブ機能の適否を調べる。 キノウ テキヒ シラ								④正常に機能すること。 セイジョウ キノウ								④ラジエーターキャップのバルブ機能の適否を調べる。 キノウ テキヒ シラ								④正常に機能すること。 セイジョウ キノウ



		⑤ラジエーターキャップのバルブシート面の損傷の有無を調べる。 メン ソンショウ ウム シラ								⑤損傷がないこと。 ソンショウ								⑤ラジエーターキャップのバルブシート面の損傷の有無を調べる。 メン ソンショウ ウム シラ								⑤損傷がないこと。 ソンショウ



		⑥ファンベルトのたわみを調べる。 シラ								⑥メーカーの指定する基準値内であること。 シテイ キジュンチ ナイ								⑥ファンベルトの緩みを調べる。 ユル シラ								⑥著しい緩みがないこと。 イチジル ユル



		⑦ファンベルトの摩耗及び損傷の有無を調べる。 マモウ オヨ ソンショウ ウム シラ								⑦著しい摩耗又は損傷がないこと。 イチジル マモウ マタ ソンショウ								⑦ファンベルトの摩耗及び損傷の有無を調べる。 マモウ オヨ ソンショウ ウム シラ								⑦著しい摩耗及び損傷がないこと。 イチジル マモウ オヨ ソンショウ



		⑧冷却ファン､カバー､ダクト等のき裂､損傷及び変形の有無を調べる。 レイキャク トウ レツ ソンショウ オヨ ヘンケイ ウム シラ								⑧き裂､損傷又は変形がないこと。 レツ ソンショウ マタ ヘンケイ								⑧冷却ファン､カバー､ダクト等の亀裂､損傷及び変形の有無を調べる。 レイキャク トウ キレツ ソンショウ オヨ ヘンケイ ウム シラ								⑧亀裂､損傷及び変形がないこと。 キレツ ソンショウ オヨ ヘンケイ



		⑨冷却ファン､カバー等の各取付けボルト及びナットの緩みの有無を調べる。 レイキャク トウ カク トリツケ オヨ ユル ウム シラ								⑨緩みがないこと。 ユル								⑨冷却ファン､カバー等の各取付けボルト及びナットの緩み及び脱落の有無を調べる。 レイキャク トウ カク トリツケ オヨ ユル オヨ ダツラク ウム シラ								⑨緩み及び脱落がないこと。 ユル オヨ ダツラク







image1.jpg

I 36 2EEL [mE100

| 37 ESIL-*HUIBNIY-M 2850 mEE

BRATARITL-F

| 38

ERNOEE BRICTER







image2.JPG

we |33] TV—FFFAH  FL—FTa—
gk ATV IDONY KT LOEE - R - B R VeFE RER
34] RyrFL—} =3 BB EW R B . LT =
B |l o . Wb DBIEFY - ES UANVOBIRIL 7Y - N -OXE  BR ¥R LUFE |
35| FL—%F 427 vk I Al gl e —
gg| EETV—FFTA Gxpm 7y ro~y KT amit  xfsaoxp Rl - EER Ixx Lors v
SA=v7 (BvF—R) ekt kS =0 o< - Rl - R feiss
37| BT L _X#UEhTY— ot o FOIEH { N
38[@RT 4 27 T —% MR O B RIC CHER v

TEM A=V TORHE - B B TV ErOBR

B (HRME (MR | ¥R

P2 Y BISE s —— - a1 e T








HEHYIZ

FLOWESB FHRERHICE. ShoDMICHHENCEESRNZHHYFT,
HLLARISDOZFRLTE. EEFEBEDR—LR—U (FEEVY) D
FEHEEIRERHNTVOO—FNHEEFTOTITFATEUL,

https://www.mhlw.go.jp/hourei/new/kouji/new.html

o2 L

&

REICGYFELA, COBGAEETERE FTHRERRIC. DL TEHEKIC
ATHIEERNET,

4)
&\ 2
;fmg E%Eiﬁﬁgﬁﬁﬁﬂ

SAFETY ASSOCIATION OF CONSTRUCTION AND LOADING VEHICLES &<UttA<a


https://www.mhlw.go.jp/hourei/new/kouji/new.html

	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16

